
 

2018年度事業計画書  

【期間】2018年 4月 1日～2019年 3月 31日 

１．事業方針 

1-1 2018年度基本方針 

2017年度の事業報告書にも述べられているように、あんしん電話事業へのかかわり方に、

方向性を出す時期に来ています。それには、二つの視点から整理する必要があります。 

 

一つは、CoCoT とあんしんネットの組織として関わりのあり方です。 

あんしんネットが組織的に自立していくことは、ＣｏＣｏＴにとっては、あんしんネットの組織運

営を中心に置いた業務体制から間接的な支援へ転換していくことになります。ＣｏＣｏＴは、本

来の中間支援としての役割に立ち戻ることになります。 

あんしんネットは、住み慣れた地域済み続けるための高齢者の直接的な支援に取り組む組

織です。あんしんネットが松戸に根付いた高齢者支援活動を進めていくなら、CoCoTはあんし

んネットの活動の本質を社会に知らせていくことが仕事なります。あんしんネットが一つ一つの

ケースと丁寧に向き合いながら活動していくなら、CoCoTが取り組むことは、あんしん電話を

社会的インフラとして成り立たせるための仕組みづくりです。あんしんネットがボランタリーな

人々の素朴な思いを受け止めて活動する組織なら、CoCoTは、公益性のある活動を支援す

ることを本業とする中間支援組織です。両者が組織の在り方の違いを認識したうえで、「あんし

ん電話事業」を通して、CoCoT とあんしんネットが強いパートナーシップを築けることを期待し

ます。 

 

もう一つの視点は、あんしん電話事業がどんな社会課題を解決しようと取り組んでいるのか

という点です。 

そこで、考え方の手がかりを提示したいと思います。 

貧困が社会的孤立・孤独死と相関関係にあるのでないかという仮説が、様々に取り上げら

れ始めています。以下、毎日新聞 2017年 9月 16日の記事の抜粋です。 

―孤独死が近年増加傾向にあることをうかがわせるのが「引き取り手のない遺骨」の件数

の推移だ。死者に身寄りがなかったり、家族らが引き取りを拒んだりした場合、墓地埋葬法な

どは、死亡地の市区町村長が埋葬・火葬し、遺骨も自治体が引き受けるとしている。千葉市に

よると、こうした遺骨は１人暮らしの高齢者のケースが多いという。同市が引き受けた件数は０

６年の８３件から１６年は２倍超の２１３件に。うち８割の１７３件を生活保護受給者が占める。

同市内の生活保護受給者は０５年の約１万１０００人から１５年は約２万人とほぼ倍増してお

り、貧困層の拡大が数字を押し上げた一因とみられる。受給者以外でも、身元が判明している

にもかかわらず引き取り手のない遺骨が０６年の１７件から１６年は３５件に。同市の担当者は

「家族関係の希薄化が進んでいるのでは」と話す。―  



この記事から、原因は不明ですが、血縁・家族関係の希薄化が進んでおり、貧困と所属（家

族）を失うことで、社会的な孤立化が進み、「引き取り手のない遺骨」となることが想像できま

す。詳細は省きますが、私たちは、体験的にあんしん電話がこの問題の一部を解決するであ

ろうことは確信しています。「あんしん電話事業」が社会的インフラとなるためには、貧困と孤立

の関係を証明し、あんしん電話が孤立防止の予防的な効果を上げていることを立証しなくては

なりません。そうすれば、あんしん電話事業は、社会インフラとして成立するはずです。 

あんしん電話事業は、世界的にみても日本独特と言われる「孤独死」の根源的な原因を解

決することは難しいが、起こっている現象を予防的に対処し、「ご近所見守り」という形で新た

な関係の結びなおし進めていく事業です。つまり、CoCoTにとって、あんしん電話事業が取り

組んでいる課題は「貧困と孤立」で、貧困と孤立が起こす不幸の連鎖に歯止めをかける事業と

位置付けることができます。 

これから、CoCoTは、あんしん電話事業を、高齢者支援事業ではなく、社会構造の問題を

捉えた取り組みとして、社会課題に焦点を当てて取り組んでいくことになります。 

あんしん電話事業を、国が推進する地域包括ケアシステムの中で、住み慣れた町で暮らし

続けることのできる包括的なコーディネートの具体策であることを明確に位置付け、ＣｏＣｏＴは

その包括的コーディネートを担います。取り掛かりの今年度は、高齢者の孤立化予防事業とし

て、近隣の各自治体に取り組みへの働きかけを進めていきます。 

昨年の年度基本方針の書かれていたこと、二つのこと。概念的だった二つの指針、すなわ

ち「多様な関係性を組織の強みにして、多元的な財源の確保と経済活動を伴ったダイナミック

な潮流を高齢社会の中で創っていく」ことと、「内向きの縮小経営から脱して、積極的な経営に

転換し、資金調達を強化すること」を、具体的に取り組んでいくことになります。 

また、ＣｏＣｏＴにとって大きな課題である人材育成事業にも小規模ながら取り組んで行きま

す。次世代への力の継承と位置付けて、これまで蓄積した企画するためのノウハウを、どのよ

うに伝えていくことができるのか、実験的な講座や場を開きます。 

 

1-2 事業系 

（１）コミュニティ・コーディネート部門（地域活性化センター松戸） 

①【地域連携】地域活性化センター松戸の運営 

②【地域連携】一般社団法人あんしん地域見守りネットと共同事務所の経営 

③【地域連携】あんしんほっとラインの運営 

 上記3つの地域活性化センター松戸を核にした地域連携については、あんしんネットの

会員が、あんしん電話事業と地域活動の活性化に役立てるように、地域活性化センター

松戸の有効活用を、あんしんネットに提案します。 

あんしんほっとラインは、あんしんネットが担えるようになるまで継続して運営します。 

 

④【地域連携】松戸東口周辺活性化「ヒカッテルネ！松戸マルシェ」事務局 

松戸東口周辺活性化「ヒカッテルネ！松戸マルシェ」については、産業振興センターの補



助金を活用して、ア）広報と集客の新たな試み イ）まちづくりの担い手育成 ウ）次世代の

活躍の場の提供 に取り組みます。 

 

⑤【人材育成】まちの学び舎「まちばカレッジ」運営 

地域の課題に向き合い、本質を問い続けていくための学びの場です。 

ア）哲学カフェの継続 

イ）提案力強化セミナー 

  これまでの実績や経験を、次世代につなぐためのセミナーです。 

  有料の少人数制で、実力をつけてもらうためのノウハウ講座です。 

ウ）ＹＳ市庭コミュニティー財団助成事業との連携 

 

⑥【NPO支援】まるごとスマイルファンド（休止） 

 

(2)コミュニティ・シンクタンク部門 

①調査研究事業 

【地域連携】高齢化社会に対応した地域の見守り体制づくりの研究 

委託者：公益財団法人ニッセイ聖隷健康福祉財団 

 

②【地域連携】あんしん電話事業構築のコンサルティング 

 あんしん電話事業を自治体向け孤立化予防事業として、導入構築の支援をします。 

ア）松戸市外の自治体への導入支援 

イ）千葉県外の自治体への導入支援 

 

③【NPO支援】組織運営マネジメントのコンサルティング 

  CoCoTの組織運営のノウハウと経験知を活かした相談業務とコンサルティングを固定

的な会員に有料で提供します。 

ア）NPO支援センターコンサルティング 

       【NPO支援】流山市民活動推進センター運営サポート 

イ）NPO等の社会課題に取り組む法人・組織の運営支援 

 相談業務の有料化 

 

 ④【人材育成】講座運営と講師派遣 

    委託により、講座運営や講師派遣を行います。 

ア）コミュニティコーディネーター育成講座  創業支援講座 

イ）コミュニティワーカー育成 

 

  ⑤【人材育成】企業のCSRと研修 

    中小企業の本来業務で地域社会に貢献するという、新しい視点で見直していくためのコ



ンサルティングと研修を行います。 

 

1-3 管理系 

（１）広報 

メルマガの定期的発信 

HPの情報更新 

Facebook・Blogの身近な情報発信 

 

（２）組織運営 

  以下の会議を、開催する。 

        ・総会 （年1回） 

        ・理事会（年6回） 

        ・経営会議（12回 一般社団法人あんしん地域見守りネットと共同会議） 

        ・センターミーティング（月1回 スタッフ全員参加） 

        ・担当者ミーティング（随時 企画担当者間で必要に応じて開く） 

        ・朝礼（毎日 出勤スタッフのミーティング） 

 

 （３）経営 

個々の企画の採算より、法人全体のキャッシュフローを重視した経営を目指す。資金調達

のツールを整備する。 

① 財務  

② 経理 

③人事 




